
カレントアウェアネス　NO.332（2017.6）

32

College London. Insights. 2015, 28（3）, p. 76-82.
http://doi.org/10.1629/uksg.268.

（46）宮入暢子. 研究者識別子ORCID：活動状況と今後の展望. 情
報管理. 2016, 59（1）, p. 19-31.
http://doi.org/10.1241/johokanri.59.19.

（47）Lammey, Rachael. “Early Content Registration at Crossref”. 
2016-06-21. 
https://www.slideshare.net/CrossRef/early-content-
registration-at-crossref.

Ref： 
佐藤翔 . オープンアクセスの広がりと現在の争点 . 情報管理 . 

2013, 56（7）, p. 414-424. 
	� http://doi.org/10.1241/johokanri.56.414, （参照 2017-05-07）.
四倉清志. 英国における新世代の研究情報管理. 情報管理. 2013, 

56（4）, p. 197-207.
	 http://doi.org/10.1241/johokanri.56.197, （参照 2017-05-07）.

� ［受理：2017-05-17］

Hanazaki Kayoko
Universities’ Effort to be Compliant with Research 
Funders’ Open Access Mandates: The Case of the 
UK

著作権法で認められる場合以外で、視覚障害その他の理由でこの雑誌を活字のままで読むことのできない人の利用に供する
ために、著作権者の許諾が必要な方は、国立国会図書館まで御連絡ください。

連絡先　国立国会図書館関西館図書館協力課
　　　　住　　所　〒619−0287
　　　　　　　　　京都府相楽郡精華町精華台8−1−3
　　　　電話番号　0774−98−1449


